
東京大学・空間情報科学研究センター・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

挑戦的萌芽研究

2017～2016

計算機を介した人と生態系のインタラクションによる野生動物の被曝モニタリング

Wildlife Monitoring in Contaminated Environments through 
Human-Computer-Biosphere Interaction

６０６１０６４９研究者番号：

小林　博樹（KOBAYASHI, HIROKI）

研究期間：

１６Ｋ１２６６６

平成 年 月 日現在３０   ８ ２２

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究では実際にプロトタイプを実装構築し、インフラの存在しない帰還困難区域
（福島県双葉郡浪江町）での評価を行った。ここは野生動物が多く生息し、人の立ち入ることが困難な高線量区
域である。そして“計算機を介した人と生態系のインタラクション”を実現するインタフェース機構を実装し
た。本技術を活用した作品「Radioactive Live Soundscape」は、日本科学未来館で3月1日(水)-27日(月)開催の
特別展示「Lesson#3.11～学びとる教訓とは何か～」にて初公開された。2017年度にはドイツデザイン賞を受賞
した。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to conduct  wild animal monitoring in the undeveloped 
natural locations through Human-Computer-Biosphere Interaction. The project actually succeeded in 
the development and integration of nonhuman-centric design protocols, requirements, methods, and 
context evaluation in the Fukushima Exclusion zone. The results indicate that users take the 
reflection of the sound as a cue that triggers to identify the presence of the wild animals. The 
developed interface introduced in Temporary Exhibition "Lesson #3.11 - Lessons learned" at  The 
National Museum of Emerging Science and Innovation (FY 2016) and received German Design Award (FY 
2017).

研究分野：ヒューマンインタフェース・インタラクション

キーワード： アニマルコンピューターインタラクション　情報デザイン

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

 
国際原子力機関(IAEA)のチェルノブイリ原
発事故報告書では、被曝した野生動物群の数
世代に渡る被曝状況とその影響の調査は、学
術的・社会的に非常に重要であると報告され
ている。ヒューマンインタフェース(以下
「HI」）をこうした生態学に応用する研究領
域のひとつに“アニマルコンピュータインタ
ラ ク シ ョ ン ( 以 下 「 ACI 」） (Mancini, 
2011,Interactions.)”がある。ここでは HI
を介して遠隔地の野生動物の生態情報(位置
情報・餌動物情報・気象情報)などが収集され
る。例えば，ドイツのアルフレッド・ワグナ
ー研究所による南極の海のリアルタイムな
ライブ音(Kindermann. 2010. Science.)配信
システムや、石田(研究協力者)による福島原
発周辺の動物の鳴き声(石田. 2012. 生物と科
学)調査である。これらの結果から野生動物の
個体数の推定 (Carl et al. 2010. Proc. 
CHI2010.)や、都市・除染計画の見直しなど
が実施される。(IAEA国際原子力機関.2006) 
しかし、遠隔からの調査ではユーザーが得ら
れる情報は限られていた。従来の ACIで得ら
れる情報は、主に野生動物の鳴き声等で表現
される明示的なメッセージのみに限られて
いる。更に受信するタイミングも野生動物が
能動的に行動を起こした時(鳴き声が聞こえ
る)のみに限定される。つまり、従来の ACI
では現地での調査では常になんとなく体験
していた自然環境で感じる茂みのざわめき
や動物の気配といった“非明示情報のやりと
り(人と生態系のインタラクション)”が困難
であった。さらに野生動物の生息地には電
源・情報インフラが存在せず、システムの高
臨場・高精細化は困難である。研究代表者は
こうした点を問題とした。そこで本研究では、
電源・情報インフラ制限の課題を、情報空間
と生態系が分かちがたく一体化した高度な
情報処理HIの実現により解決する。 

２．研究の目的 
本研究は「計算機を介した人と生態系のイン
タラクションによる野生動物の被曝モニタ
リング」を目的とする。従来の遠隔からの野
生動物調査では，ユーザーが実際の自然環境
で感じる茂みのざわめきや動物の気配とい
った“非明示情報のやり取り”が困難であった。
そこで本研究では，A) 高線量地帯に生息す
る野生動物の非明示情報を取得する環境音
リアルタイム配信システム，B) 計算機を介
した人と生態系のインタラクションを実現
する双方向型非明示情報処理機構，C) 計算
機を介した人と生態系のインタラクション

による被曝モニタリング評価，を明らかにし
て目的を達成する。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

３．研究の方法 
従来の遠隔からの野生動物調査では、ユーザ
ーが実際の自然環境で感じる茂みのざわめ
きや動物の気配といった“非明示情報のやり
取り”が困難であった。そこで本研究では、
A) 高線量地帯に生息する野生動物の非明示
情報を取得する環境音リアルタイム配信シ
ステム、B) 計算機を介した人と生態系のイ
ンタラクションを実現する双方向型非明示
情報処理機構、C) 計算機を介した人と生態
系のインタラクションによる被曝モニタリ
ング評価、を明らかにして目的を達成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 本研究のイメージ 

図 3 本研究の実証フィールド(福島県浪江町) 

図 4 実証フィールド拠点に設置した固定型
シンクノードの構成部品 

図 2 環境音リアルタイム配信システムの詳細ダ
イアグラム例 



 

４．研究成果 
 
H28 年度では A) 高線量地帯に生息する野生
動物の非明示情報を取得する環境音リアル
タイム配信システムを構築した。福島第一原
子力発電所から 10 キロ地点の帰還困難区域
に構築するため、避難中の地元住民らと関係
獣医らへ説明の機会を持ち、研究の目的を十
分に説明したうえで許可を得ることができ
た。帰還困難区域への実際の立ち入りについ
ては浪江町役場の指示に従い適切に行った。
また、本技術を活用した作品「Radioactive 
Live Soundscape」は、日本科学未来館で 3
月 1 日(水)-27 日(月)開催の特別展示
「Lesson#3.11～学びとる教訓とは何か～」
にて初公開された。第 11 回アルテ・ラグー
ナ国際美術賞を受賞し、2017 年 3 月 25 日~4
月 9 日にイタリア・ベネチアで展示された。 
 
H29年度は、C)について、計算機を介した人
と生態系のインタラクションによる被曝モ
ニタリングの有効性評価を実施するために、
A)と B）で実装したシステムを用いて野生動
物調査を前年度に引き続いて継続しておこ
なった。また、本技術を活用したワークショ
ップ「音でつながる人と環境～あなたは自然
の"声"が聞こえますか？」を、日本科学未来
館で 2017年 12月 10日と 2018年 1月 28日
開催のイベント「ともにつくるサイセンタ
ン！」で実施した。これらの研究成果は、フ
ランストゥーロン大学の Herve Glotin 教授
らの研究チームとともに、Multimedia Tools 
and Applicationsで発表した。また、ドイツ
デザイン賞を受賞し、2018 年 2 月 9 日にド
イツ・フランクフルトで展示された。以上に 
より本研究課題のすべての目標を達成した。 
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